








まとめ:NBAS は、同一新生児に 3 回評価を行うことによりある程度将来の児の発達が予測

でき、さらに家庭観察評価を組合わせることにより、かなり良く乳児期の発達を予測でき

ると考えられる。いろいろ個人差のある新生児とそれを取り巻く環境に対して、個々に何

が最も良い環境であるか重回帰分析を用いて解析できることが将来は可能になるであろう。

生後 6ヶ月の乳児の発達と関連の高い因子として、新生児期における祖母の育児への援助

の程度、生後 30 日の運動発達などの項目があげられた。 


